
熱交換器における伝熱効率向上の革新的技術

近年、産業界において、高騰するエネルギーの
効率的な回収、初期設備投資とランニングコス
トの低減、環境への排出量の抑制がますます
要求されています。しかしながらプロセスプラン
ト業界で多用されている多管胴式熱交換器の
技術は、大きく進展したとは言えないのが現状
でした。

25年以上前に、Twisted　Tube, Helix（らせん）
baffle、ROD　baffleなどが開発されましたが、今
もなお従来型の切欠き円状のbaffleが多数を占
めているのが現実なのです。

当社のご提供する革新的なEMbaffle技術によ
り、熱交換器での熱交換性能の向上のみなら
ず、汚れの生成・蓄積によるランニングコス
ト増を大幅に軽減することが可能となりまし
た。

メカニズム
特許のEMbaffle技術は、管を支持し、じゃま板
としての役目を持ったエキスパンドメタルを使
用しています。この開口構造は流れの抵抗を小
さくすると同時に、伝熱促進も実現していま
す。また管への直交流れでなく、長手方向への
並流となるため管の振動を抑制しています。 エキスパンドメタル：

開口構造が低圧力損失と伝熱促進を実現

EMbaffle熱交換器

効果
　・汚れの発生を遅くします。
　・胴側の圧力損失を小さくします。
　・胴側の流れを整え管の振動を抑制します。
　・胴側伝熱能力を改善します。
　・競争力のある製作コストを提供します。
　・幅広い運転範囲で効果を発揮します。

・従来の切欠き円状のbaffleとの組合せも可能です。
・より小さな温度差が得られます。
・胴側で均一の流れパターンが得られます。
・CO2排出量の削減が可能です。
・熱交換器の軽量化・小型化が可能です。

胴側流体の滞留部がなくなるため、運転経過時間による汚れの生成・蓄積が非常に少なくなり、保全・
洗浄工事、改装工事の着工時期の予定を事前にたてることができます。
また熱回収の増大により加熱炉への供給燃料が減るため、CO2排出量の削減が実現します。
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